
　　　　　　　　

　　Ａチーム　優勝：賞状＆メダル　　　　二位：賞状

　　個人 　　優勝：最優秀選手賞１名　　二位：優秀選手賞 1名

　　Ｂチーム　優勝：賞状＆メダル  　　　二位：賞状

　　個人 　　優勝：最優秀選手賞１名　　二位：優秀選手賞 1名

　　八幡スポーツ少年団　田毎杯担当 宮坂 TEL０９０－8681―0730

太田 TEL０９０－2749―1904

第18回

　　午前７時30分より受付を行います。グランド受付で試合前までに済ませてください。

　　1チーム　5,000円　（領収書の宛名はチーム名で作成します）

■参加費

　　※マレットゴルフをご利用のお客様もいらっしゃいます。ご配慮をお願いします。

　　グランド脇の駐車場をご使用下さい。

　　千曲橋緑地グランドＡ・Ｂ・Ｃ（　千曲市大字野高場1850　℡026-273-0010　）

■試合会場

　　開会式は行いません。また、トーナメントの抽選については責任抽選とします。

　　令和３年６月１９日（土）　予備日6月２０日（日）

■日時

田毎杯少年野球大会開催要綱

■新型コロナ対策　

　　・各チームキャプテンと審判は試合開始15分前にバックネット裏に集合お願いします。

　　・試合チームは開始２0分前には、予定グランドでご準備下さい。

■留意事項

　　http://yawata.89dream.jp/

　　予定の変更・中止、試合結果等は、下記にアップします。ご確認ください。

　　楽しい大会とするため、各チームの皆様のご協力をお願い致します。

　　雨天中止の場合には午前6時頃までに代表者様に電話連絡いたします。

■その他

　　・表彰　※ＡＢともに決勝戦チームは終了後閉会式を行います。

　　・会場には飲料水がありませんので、各自持参してください。

　　・選手については、試合中・練習以外ではマスクの着用をお願いします。

　　・除菌やアルコール消毒、保護者・コーチ陣のマスクの着用をお願いします。

　　・審判団へのお茶については各チーム行わないで下さい。

　　・大会当日の朝参加メンバーは検温をして、同封の用紙に記入し受付に提出お願いします。

　　・試合時の挨拶は対面ではなくベンチ前でお願いします。

主催：八幡スポーツ少年団 

協賛：屋代スター商会 



　　・ケガ防止のため、バッターと野手に限りルールの範囲で手袋やサングラスの着用を認めます。

　　・大会運営の都合により（天候も含む）試合の順番及び時間を変更することがあります。

　　・健康を害する以外のゲーム内での判断は球審にお任せします。

　　・先攻後攻の決定や延長戦での抽選は球審の立ち合いでお願いします。

　　・審判員は、試合開始15分前には、バックネット裏に集合して下さい。

　　・決勝は、7回戦又は試合時間90分とします（コールド無し）。

　　・予選は、5回戦又は試合時間70分とします（4回を過ぎて7点差でコールドゲーム）。

　　・ＡＢでのダブルエントリーはお控え下さい。

　　・ Bチームについては、基本的には5年生以下の学年でお願いします。

　　・投手の特例処置として、小学4年生以下に限り、14メートルを認めます。自己申告でお願いします。

　　・投球練習は、初回及び交代時は７球、その他は3球とします。

　　・ピッチャープレートがある場合はプレートを使用し、無い場合は本部が引いた白線を使用して下さい。

　　・全日本軟式野球連盟野球規則に準じます。

　１、ルール

試合要綱

　　・球審をされる方は、カウンター・マスク等を持参して下さい。

　　・試合を行うチームより各２名ずつの審判をお願いします（ポジションは４名でご協議下さい）。

　２、審判

　　・試合終了後は、次のチームの為に両チームでグランドの整備をお願いします。

　７、グランド整備

　　・試合を行うチームより各２名ずつお願いします（選出できない場合は主催者側で行います）。

　６、ボールボーイ

　３、競技方法

　　・原則として、組み合わせの若い番号のチームが1塁側になります。

　５、ベンチ

　　・大会として各保険に加入しませんので、各チームで対応をお願いします。

　４、損害保険

　　・その他、何かありましたら主催者にご確認ください。

　　・1イニングが長い場合は、主審の判断で休憩を取る場合があります。

　　・球数制限は行いませんが、投手の負担を加味して下さい。

　　・雨天のため試合続行が不可能となった場合は、3回戦が終了していれば試合成立とします。

　　　決勝では、１イニング延長し、決まらない場合は特別ルールとして1アウト満塁の状態で試合を継続。

　　・既定のイニング又は時間が終了して同点の場合には、予選は、抽選を行い、勝敗を決定します。

　　・グランド責任者（主審）の判断により、区切りの良いところで終了することもあります。


